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内容の要旨及び審査の結果の要旨
閉瞼安静H寺脳波の基礎律動の主要成分であるα活動は、知覚刺激あるいは認知課題により減少する。
このα活動の低下は大脳機能冗進を反映する神経細胞発火の脱同期が記録電極直下で生じることによ
る現象で、事象関連脱同期(event-relateddesynchromation:ERD)と呼ばれている。本研究では、統
合失調症のＥＲＤ異常を明らかにすることを目的に、聴覚'性オドポール課題時のＥＲＤを統合失調症
群と健常対照群で比較検討した。
本研究の対象は、統合失調症患者６０名と健常対照者４０名で、呈示確率８０％の非目標音(1000Hz）
･と呈示確率20％の目標音(2000Hz)を1.2秒間隔でランダムに両耳にきかせた｡対象者には目標音呈示
時に右母指でのボタン押しを指示した。課題時の脳波は頭皮上の５部位から記録した。非目標音およ
び目標音呈示後それぞれ５１２ミリ秒間の脳波３２エポックを高速フーリエ変換し、その時間のパワー
値を計測した｡非目標音呈示後のパワー値に対する目標音呈示後のパワー値の減少率をＥＲＤとした。
同時にＰ３００の振幅および潜時を求めた。統合失調症患者の症状重篤度は陽性陰性症状評価尺度によ
り定量評価した。
得られた結果は次のごとくである。統合失調症群と健常対照群の間でＥＲＤに差を認めた。すなわ
ち、統合失調症群のＥＲＤは、両側側頭後部電極征５とＴ６)において健常対照群のＥＲＤに比較し有意
に小さかった。統合失調症群のＰ３００は全記録部位において健常対照群と比較し振幅増大と潜時延長
をみとめた。統合失調症群のＰ300振幅は記録部位ＰｚとＴ５において、幻覚妄想を主とする陽性症状
重篤度と負の相関をみとめたが､P300潜時およびERDと症状との間に相関をみとめなかった｡両群
においてＰ３００の振幅および潜時とＥＲＤの相関はみられなかった。
聴覚性オドボール課題時のＥＲＤは非目標音と目標音の弁別に関連した大脳活性の神経生理学的指標
であることを考慮すると、本研究から示唆されたことは､統合失調症において音弁別過程の脳活性が抑
制された可能性と、統合失調症においてＥＲＤがＰ３００とは異なる病態を反映する指標である可能性で
あった。
以上、本研究は統合失調症患者におけるＥＲＤ抑制に関する初めての報告であり、統合失調症の病
態解明に貢献する価値ある論文と評価された。
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